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平成 23 年８月 11 日 
各   位 

会 社 名 株式会社ジェイホールディングス 
代表者名  代表取締役 加藤 篤彦 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード２７２１） 
問合せ先  管理本部長 佐藤 浩二 
ＴＥＬ ０３－６４３０－３４６１ 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 当社は、平成 23 年２月 15 日付「平成 22 年 12 月期 決算短信」にて発表いたしました、

平成 23 年 12 月期 第２四半期累計期間（平成 23 年１月１日～平成 23 年６月 30 日）の

業績予想について、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
平成 23 年 12 月期 第２四半期累計期間 業績予想数値の修正（平成 23 年１月１日～平成

23 年６月 30 日） 
 

１．修正の内容 
（金額の単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

１株あたり 

四半期純利益 

前回発表予想(A)  641 9 11 11  888円20銭

今回発表予想(B)  457 △7 △6 △5  △448円98銭

増減額(B－A)  △183 △17 △18 △17  ― 

増減率（％） △28.7％ ― ― ― ― 
（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成22年12月期第２四半期） 
391 △29 △26 △25  △1,897円99銭

 
２．修正理由 

個人消費の回復の遅れによる住宅着工件数の伸び悩みと、３月 11 日の東日本大震災の

影響により、第２四半期の業績が予想を下回る見込みとなりましたため、業績予想を修正

いたします。 
 
 セグメント別の業績見込みは、次のとおりであります。 



 
 
 

 2

①住宅事業 
 住宅ローン減税をはじめとする住宅関連の景気対策の効果もあり、新設住宅着工戸数は

前年比では増加に転じましたが、今回の震災による住宅設備機器・建築資材等の高騰や調

達遅延などが大きく影響し、当事業の売上高は３億 65 百万円となる見込みであります。 
②スポーツ事業 
 計画停電やガソリンの確保が困難なことによるお客様の足止めがあったもの、海外サッ

カー選手の活躍によるサッカー人気の回復や営業強化により好調に推移しました。 
 この結果、売上高は 92 百万円となる見込みであります。  

 
なお、第３四半期以降には新製品の投入により業績回復を見込んでいるものの、現状で

は震災後の動向を見通すことが困難なため、現時点では通期の業績予想の数値は変更いた

しておりません。 
 今後、業績予想の修正が必要となった場合は、速やかに公表いたします。 
 
※ 上記の業績予想等は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因によって予測数値と異なる可能性があります。 
 

以 上 


